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１．概要（Summary） 

有機 EL の飛躍的発展を背景に、有機半導体レーザ

ーの実現が望まれている。有機半導体レーザーを実現す

るためには有機 EL に光共振器を組み込む必要がある。

このために、東京工業大学の施設を利用して基板上への

SiO2の成膜およびパターニングを行った。 

 

２．実験（Experimental） 

【利用した主な装置】 

電子ビーム露光装置 (スピンコータ・現像装置・ホットプレ

ート・オーブン・ドラフトチャンバ等を含む）、電子ビーム露

光データ加工ソフトウェア,走査型電子顕微鏡、リアクテブ

イオンエッチング装置、マスクレス露光装置 

【実験方法】 

基板の上に CVD 法を用いて 70nm の SiO2を成膜し

た。この SiO2の上にレジスト膜を塗布し、電子ビーム露光

装置を用いて任意の形状に電子ビームの照射を行った。

レジストの現像、リンス、乾燥後に、イオンエッチングを行う

ことで SiO2パターンを形成させた。 

 

３．結果と考察（Results and Discussion） 

上記プロセスにより作製した SiO2パターンを電子顕微

鏡により観察した(Fig. 1)。設計通りのSiO2パターンが基

板上に形成されていることを明らかにした。 

 

※本事業により以下が実現することが期待される。 

(1) 低エネルギ―・低炭素社会の実現 

(2) 新しい学理の開拓 

(3) 当該研究分野に関連する産業の活性化 

 

 

 

Fig. 1. Scanning electron microscope images of a 

patterned SiO2 optical resonator. 
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